
 1

【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 F 

□1  次の各問いに答えなさい。 
(1) ( ) 243 −×−  を計算しなさい。 

(2) 327 +  を計算しなさい。 

(3) ( ) ( )( )713 2 +−−+ xxx  を計算しなさい。 

(4) 連立方程式




=−−
−=+

1125
634

yx
yx
を解きなさい。 

(5) 次の 2次方程式を解き，小さい方の解を求めなさい。 

  ( ) 51 2 =−x  

(6) 右の図で四角形 ABCD は，対角線 AC を直径とする円 O

に内接し，BD＝CD です。∠ACB＝54°のとき，∠ABD

の大きさ xを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 14−  (2) 34  (3) 16  (4) 2,3 =−= yx  (5) 51−=x  (6) °18  

[解説] 

(2) ＊ baba =2
を使って式を簡単な形にしてから同類項を整理する。 

34333339327 =+=+×=+  

(3) ＊ ( ) 222 2 bababa ++=+ ， ( )( ) ( ) abxbaxbxax +++=++ 2
の公式を使う。 

( ) ( )( )713 2 +−−+ xxx ＝

( ) 76967696 2222 +−−++=−+−++ xxxxxxxx  

＝16  

(4) 加減法で解く。




=−−
−=+

1125
634

yx
yx
の yの係数を6にあわせるために，上の式を2

倍，下の式を3倍すると，




=−−
−=+

33615
1268

yx
yx

･･･①となる。①の上の式と下の式を加

えると， 217 =− x  ゆえに， 3−=x  634 −=+ yx に 3−=x を代入すると，

http://www.fdtext.com/dat/
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6312 −=+− y  63 =y  ゆえに， 2=y  よって 2,3 =−= yx  

(5) ( ) 51 2 =−x  51 ±=−x  ゆえに， 51±=x  

  よって，小さい方の解は 51−=x  
(6) ACは直径なので，∠ABC＝90°三角形の内角の和は 180°なので， 

∠BAC＝180°－90°－54°＝36° 

 弧 BCの円周角∠BDCと∠BACは等しいので，∠BDC＝36° 

 △DBCは BD＝CDの二等辺三角形なので，∠DBC＝∠DCB 

 よって∠DBC＝(180°－36°)÷2＝72° 

 x＝∠ABC－∠DBC＝90°－72°＝18° 

 

□2  下の図で xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

(5) (6) 
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(7) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  

[解答](1) 6=x  (2) 
5
24

=x  (3) 
5
48

=x  (4) 9=x  (5) 10=x  (6) 8=x  

(7) 5.10=x  

[解説] 

(1) DE // BCなので， 

x:98:12 =  

外項の積 x×12 は，内項の積 98× に等しいので， 

7212 =x ， 61272 =÷=x  

(2) AC // DEなので，DE：AC＝BD：BA 

よって， ( )46:68: +=x  

外項の積 10×x は，内項の積 68× に等しいので， 

4810 =x  ゆえに，
5
24

10
48

==x  

(3) BC // DEなので， 

5:124: =x  

外項の積 5×x は，内項の積 124× に等しいので， 

485 =x  ゆえに
5
48

=x  
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(4) nml ,, は平行なので， x:612:8 =  

外項の積 x×8 は，内項の積 612× に等しいので， 

728 =x  ゆえに 9=x  

(5) nml ,, は平行なので， 

( ) 6:65.4:3 −= x  

内項の積 ( )65.4 −× x は，外項の積 63× に等しいので， 

( ) 46,1865.4 =−=− xx  

ゆえに， 10=x  

(6) DE // BCなので， 

( ) 9:312:12 =− x  

外項の積 ( ) 912 ×− x は，内項の積 312× に等しいので， 

( ) 124,412,36129 −=−=−=− xxx  ゆえに 8=x  

(7) △BCDにおいて，Eは BDの中点，Fは BCの中点なので中点連結定理より， 

DC＝2EF＝2×7＝14･･･①，EF // DC･･･② 

次に，△AEFにおいて，Dは AEの中点で， 

②より DG // EFなので中点連結定理より， 

DG＝
2
1

EF＝
2
1
×7＝3.5･･･③ 

DC＝DG＋GCなので，①，③より， 

14＝3.5＋ x  ゆえに， x＝10.5 

 

 

□3  下の図で xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 



 5

(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 5=x  (2) 21=x  (3) 7=x  (4) 52=x  
[解説] 

(1) 2591634 222 =+=+=x ， 5=x  

(2) 222 52 =+x ， 214252 =−=x ， 21=x  

(3) △ABDで，AB2＋
22 51 = ，AB2＝24  

△ABCで，AC2＝AB2＋BC2， 4925242 =+=x ， 7=x  

(4) 右図より， 222 64 =+x  

2016362 =−=x ， 5220 ==x  
 

 

□4  次の各問いに答えなさい。 
(1) 下の図で xの値を求めなさい。 (2) 下の図の△ABC の面積を求めなさ

い。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 62=x cm (2) 38  cm2 
[解説] 

△ACDは 30°60°90°の直角三角形なので，AD：CD：AC＝ 3:1:2  

AC：AD＝ 2:3 ，AC：8＝ 2:3 ，2 AC＝ 38 ，AC＝ 34 ･･･① 

△ABCは 45°45°90°の直角二等辺三角形なので，AB：BC：CA＝ 2:1:1  

ゆえに，AB：AC＝ 2:1  AB＝ x，①より AC＝ 34 を代入すると， 

2:134: =x  ゆえに， 342 =x ， 62
2
64

22
234

2
34

==
×
×

==x  

(2) 右図のように補助線を引く。 

△ABCで BCを底辺とすると，高さは AD 

∠ACD＝180°－120°＝60°なので 

△ACDは 30°60°90°の直角三角形。 

ゆえに，AC：CD：AD＝ 3:1:2  

AC：AD＝ 3:2 ，8：AD＝ 3:2  

2 AD＝ 38 ，AD＝ 34  

ゆえに，(△ABCの面積)＝
2
1
×BC×AD＝ 38344

2
1

=××  cm2 

 

□5  次の長さを 3 辺とする三角形のうち，直角三角形であるものをすべて記号で答

えなさい。 
(ア) 4cm，5cm，6cm (イ) 7cm，24cm，25cm 

(ウ) 6 cm，2cm， 10 cm (エ) 6m，8m，10m 
[解答欄] 

 

[解答]イ，ウ，エ 

[解説] 

(1番長い辺)2＝(他の 1辺)2＋(他の 1辺)2 が成り立つとき直角三角形になる。 
ア 4154,366 222 =+= ，

222 546 +≠ なので直角三角形ではない。 
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イ 625247,62525 222 =+= ，
222 24725 += なので直角三角形である。 

ウ ( ) ( ) 1026,1010 222
=+= ， ( ) ( ) 222

2610 += なので直角三角形である。 

エ 10086,10010 222 =+= ，
222 8610 += なので直角三角形である。 

 

□6  四角形 ABCD の 4 辺 AB，BC，CD，DA の中点

をそれぞれ P，Q，R，S とするとき，四角形 PQRS が

平行四辺形であることを次のように証明した。空欄に適

切な文字や言葉を書き入れなさい。(同じ記号が入っても

よい) 
(証明) 

△ABDにおいて，点 P，Sは辺 AB，ADの中点なので， 

(  ア  )定理より， PS＝
2
1

( イ )，PS // ( ウ )･･･① 

同様に，△CBDにおいて 

 QR＝
2
1

( エ )，QR // ( オ )･･･② 

①，②より，PS＝( カ )，PS // ( キ )となり 

(   ク(平行四辺形になる条件)  )ので，四角形 PQRSは平行四辺形である。 

[解答欄] 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

キ  ク  

[解答]ア 中点連結 イ BD ウ BD エ BD オ BD カ QR キ QR ク 向かい

合う 1組の辺が平行で等しい 

[解説] 

＊中点が 2つあれば，連結 

→中点連結定理を利用 

 

＊平行四辺形になるための条件 



 8

① 向かい合う 2 組の辺がそれぞれ平行(定義) ② 向かい合う 2 組の辺がそれぞれ等

しい 

③ 対角線が互いに他を 2等分する ④ 1組の向かい合う辺が平行で等しい 

→この問題では④を使う。 

 

 

□7  右の図のように，直線 42 += xy 上の y軸より右側に
点 Pをとり，Pから x軸にひいた垂線を PQとする。 
 直線 42 += xy と x軸， y軸との交点をそれぞれ R，Sと

する。点 Pの x座標をaとして， 

(1) 点 Pの y座標を aを使って表しなさい。 

(2) 台形 SOQPの面積が12になるとき，次の方程式を完成
してそれを解き，Pの座標を求めなさい。 

    (       )＝12�  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 42 += ay  (2) ( ) aa ×++ 424
2
1

，P ( )8,2  

[解説] 

(1) 42 += xy に ax = を代入すると， 42 += ay  

(2) SO＝4，OP= 42 +a ，OQ= aなので， 

(台形 SOQPの面積)＝ ( ) 12424
2
1

=×++ aa  

01242 =−+ aa ， ( )( ) 062 =+− aa  

0>a なので， 2=a  

842242 =+×=+= ay  

ゆえに，点 Pの座用は P ( )8,2  
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□8  右の図のような AB＝AC＝10cm，BC＝12cmの 

△ABCにおいて，辺 AB，BCの中点をそれぞれM，Nと

します。2点M，Nから辺 ACにひいた垂線と辺 ACとの

交点をそれぞれ D，E とします。このとき長方形 MNED

の面積を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]24cm2 

[解説] 

△BACで，Mは BAの中点で，Nは BCの中点なので中点連結定理より， 

MN＝
2
1

AC＝5 

△CANと△CNEにおいて 

△ABCは二等辺三角形なので AN⊥BC ゆえに∠ANC＝90° 

また，仮定より∠NEC＝90° 

ゆえに∠ANC＝∠NEC･･･① 

∠Cは共通･･･② 

①，②より 2角が等しいので，△CAN∽△CNE 

相似な図形の対応する辺の比は等しいので， 

NE：AN＝NC：AC 

NE：AN＝6：10＝3：5･･･③ 

ところで，△CANは直角三角形なので，三平方の定理より 

AN2＋NC2＝AC2，AN2＋36＝100，AN2＝64，AN＝8 

③より NE：8＝3：5 よって NE＝
5
24

 

ゆえに求める面積は，NE×MN＝ 245
5
24

=×  cm2 
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【】試験問題 G 

□1  次の方程式を解け。 
(1) ( )( ) 072 =+− xx  (2) ( ) 052 =−xx  

(3) 025102 =++ xx  (4) 02452 =−− xx  
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 7,2 −=x  (2) 
2
5,0=x  (3) 5−=x  (4) 8,3−=x  

[解説] 

＊(1)，(2) 0=× BA が成りたつのは 0=A か 0=B のとき 

(1) ( )( ) 072 =+− xx  よって 07,02 =+=− xx  ゆえに 7,2 −=x  

(2) ( ) 052 =−xx  よって 052,0 =−= xx  ゆえに
2
5,0=x  

(3) ＊ ( )222 2 bababa +=++ の公式を使って 025102 =++ xx の左辺を因数分解 

する。 ( ) 05 2 =+x  よって 05 =+x  ゆえに 5−=x  

(4) かけて 24− ，加えて 5− になる 2数は 8,3 − なので， 02452 =−− xx の左辺を 

  因数分解すると， ( )( ) 083 =−+ xx  よって 08,03 =−=+ xx  

 ゆえに 8,3−=x  

 

□2  2次方程式 0142 =−+ axx の解の 1つが 2であるとき，他の解を求めよ。 
[解答欄] 

 

[解答]他の解は 7−=x  

[解説] 

0142 =−+ axx ･･･①の解の 1つが2であるので， 2=x を①の左辺に代入しても①
の等式が成り立つ。 

0142 =−+ axx に 2=x を代入すると， 01424 =−+ a  5=a  

0142 =−+ axx に 5=a を代入すると， 01452 =−+ xx  ( )( ) 072 =+− xx  

よって，他の解は 7−=x  



 11

□3  ある正の整数 xに 4を加えて 2乗するところを，誤って xに 2を加えて 4倍し

てしまったので，もとの答より 53小さくなった。 xを求めよ。 
[解答欄] 

 

 

 

 

[解答] 

誤って計算した答 ( ) 42 ×+x は，正しい答 ( )24+x より 53小さいので， 

( ) ( ) 53424 2 −+=+ xx  

5316884 2 −++=+ xxx ， 04542 =−+ xx  
かけて 45− ，加えて4になる 2数は 5,9 − なので， ( )( ) 059 =−+ xx  

よって 05,09 =−=+ xx  ゆえに 5,9−=x  

0>x なので， 5=x ･･･答 

 

 

□4  yは xの 2乗に比例し， 2=x のとき， 12=y である。 
(1) yを xの式で表せ。 

(2) 3−=x のとき yの値を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 23xy =  (2) 27=y  

[解説] 

(1) yが xの 2乗に比例するので， 2axy = とおく。 
2axy = に 12,2 == yx を代入すると， 412 ×= a  よって 3=a  ゆえに

23xy =  

(2) 23xy = に 3−=x を代入すると， ( ) 2733 2 =−×=y  

 

□5  関数 22xy = について，次の問いに答えよ。 
(1) xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合を求めよ。 

(2) xの変域が 31 ≦≦ x− のとき， yの変域を求めよ。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答] 

(1) 8 (2) 180 ≦≦ y  

[解説] 

(1) 1=x のとき 212 2 =×=y  

3=x のとき 1832 2 =×=y  

y：2→18  (増加量)＝ 16218 =−  

x：1→3   (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに，(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 8

2
16

=  

(2) 0=x が 31 ≦≦ x− の変域内にあるので， 3,1,0 −=x のときの yの値を比較す
る。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) 212 2 =−×=y ， 3=x のとき 1832 2 =×=y  
よって最小値は 0=y ，最大値は 18=y  

ゆえに， 180 ≦≦ y  

 

 

□6  yは xの 2乗に比例し， 2=x のとき 2=y である。この関数のグラフをかけ。 
[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 

yが xの 2 乗に比例するので， 2axy = とおく。 2=x ， 2=y を
2axy = に代入す

ると，
222 ×= a ，

2
1,24 == aa  ゆえに，この関数の式は

2

2
1 xy =  
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□7  xの変域が 21 ≦≦ x− のとき，
2xy = と baxy += ( 0>a )の yの変域が一

致するのは，a＝( ① )，b＝( ② )のときである。 
[解答欄] 

①  ②  

[解答]① 
3
4
 ② 

3
4

 

[解説] 

まず，
2xy = の変域を求める。 

0=x は 21 ≦≦ x− の変域内にあるので， 2,1,0 −=x のときの yの値を比較して
2xy = の最大値と最小値を求める。 

0=x のとき 0=y ， 1−=x のとき ( ) 11 2 =−=y ， 2=x のとき 422 ==y  

よって
2xy = の最大値は 4=y ，最小値は 0=y  ゆえに yの変域は 40 ≦≦ y ･･･

① 

次に， baxy += の変域を求める。 

0>a なので，直線は右上がりで 1−=x のとき最小値 bay +−=  

2=x のとき最大値 bay += 2 をとる。 

ゆえに yの変域は bayba ++− 2≦≦ ･･･② 

①と②の変域が一致するので， 0=+− ba ･･･③， 42 =+ ba ･･･④ 

これを ba, の連立方程式として解く。④－③より， 43 =a ，ゆえに
3
4

=a  

③に
3
4

=a を代入すると， 0
3
4

=+− b  ゆえに
3
4

=b  

 

 

□8  関数 
x

y 1
= の xが1から3まで変わるときの変化の割合は(   )である。 

[解答欄] 

 

[解答]
3
1

−  
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[解説] 

1=x のとき 1
1
1
==y ， 3=x のとき

3
1

=y  

y：1→
3
1
 (増加量)＝

3
21

3
1

−=−  

x：1→3  (増加量)＝ 213 =−  

ゆえに， (変化の割合 ) ＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ ( y の増加量 )÷ ( x の増加量 )＝

3
12

3
2

−=÷−  

 

 

□9  右の図のように，関数 2xy = とこのグラフ上の点
A(2，4)が与えられている。また x座標， y座標が，と
もに整数となるような点を格子点という。 
(1) 点 Aを通り x軸に平行な直線と，この関数のグラフ
とで囲まれた図形の内部の格子点は何個か。ただし

線上の点は内部に含めない。 

(2) x軸上に点 B(b，0)をとり，直線 ABとこの関数の

グラフで囲まれた図形の内部の格子点が5個である

とき，bの値のとり得る範囲を求めよ。ただし，線
上の点は内部に含めない。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 7個 (2) 46 −<− b≦  

[解説] 

(1) 右図より 7個 

(2) 条件をみたすのは右図の lとmの間 

lの式は，図より傾きが
2
1
で， y切片が3なので， 
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3
2
1

+= xy ･･･① 

mの式の傾きは図より
3
2
， cxy +=

3
2
とおく。 1−=x のとき 2=y なので， 

代入して，
3
8

3
22,

3
22 =+=+−= cc  

ゆえに，mの式は
3
8

3
2

+= xy ･･･② 

①に 0=y を代入すると， 6,60,3
2
10 −=+=+= xxx  

②に 0=y を代入すると， 4,082,
3
8

3
20 −==++= xxx  

よって 46 −<− b≦  

 

 

□10  図のように放物線 2axy = 上に点 A(－2，4)，点 B 

(3，9)がある。また，A，Bから x軸に下ろした垂線と x軸

の交点をそれぞれM，Nとするとき次の問いに答えよ。 
(1) aの値を求めよ。 

(2) 点 A，Bを通る直線の方程式を求めよ。 

(3) 線分 AB上に点 Pをとる。線分 OPが台形 AMNBの

面積を 2等分するとき，点 Pの座標を求めよ。 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 1=a  (2) 6+= xy  (3) 







12
97,

12
25

 

[解説] 

(1) 2axy = 上に点 A(－2，4)があるので， 4,2 =−= yx を
2axy = に代入して， 

( )224 −×= a ， 44 =a ， 1=a  
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(2) 直線 ABの式を cbxy += とおく。 

cbxy += 上に点 A(－2，4)があるので， 4,2 =−= yx を cbxy += に代入して， 

cb +−= 24 ･･･① 

また， cbxy += 上に点 B(3，9)があるので， 9,3 == yx を cbxy += に代入して， 

cb += 39 ･･･② 

①，②を cb, についての連立方程式として解く。 

②－①より， 1,55 == bb  これを②に代入すると， 6,39 =+= cc  

ゆえに直線 ABの式は 6+= xy  

(3)(台形 AMNBの面積)＝ ( )
2
65594

2
1

=×+×  

(台形 AMOCの面積)＝ ( ) 10264
2
1

=×+×  

線分 OPが台形 AMNBの面積を 2等分するので， 

(台形 AMOCの面積)＋(△OPCの面積)＝
2
1

2
65

×  

したがって，(△OPCの面積)＝
4
2510

2
1

2
65

=−×  

底辺を OCとすると，右図の PHが高さになる。 

ゆえに，(△OPCの面積)＝
2
1
×OC×PH＝

4
25

 

OC＝6なので， 6
2
1
× ×PH＝

4
25
 ゆえに，PH＝

12
253

4
25

=÷  

よって，点 Pの x座標は
12
25
 

12
976

12
256 =+=+= xy  

ゆえに点 Pの座標は 







12
97,

12
25
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□11  右の図で，△ABC∽△DEFである。 

(1) ∠Fの大きさを求めよ。 

(2) 辺 ABの長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 60° (2) 5.4cm 

[解説] 

(1) 図より，Aと D，Bと E，Cと Fが対応している。ゆえに∠F＝∠C＝60° 

(2) 辺の対応関係より，AB：DE＝BC：EF，AB：3.6＝6：4 

外項の積は内項の積に等しいので，AB×4＝3.6×6，AB＝5.4cm 

 

 

□12  次の xにあてはまる数を求めよ。 
(1) 8:4:3 x=  (2) 7:6.5:6.1 x=  

(3) 24:
3
21:

8
5 x=  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 6=x  (2) 2=x  (3) 9=x  

[解説] 

＊ dcba :: = ならば， adbc = ：内項の積＝外項の積 

(1) 8:4:3 x= ， 244,834 =×=× xx  ゆえに， 6=x  

(2) 7:6.5:6.1 x= ， 76.16.5 ×=× x  2
56

716
6.5

76.1
=

×
=

×
=x  

(3) 24:
3
21:

8
5 x= ， 15

3
5,24

8
5

3
21 =×=× xx  ゆえに， 9

5
315 =×=x  
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【】試験問題 H 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) 123×  (2) 375×  

(3) 2045 −  
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 6  (2) 15  (3) 5  
[解説] 

＊ baba ×=× ，
b
a

b
aba ==÷  同じ√の傘の中に入れる 

＊ baba =2
をつかって√の中を簡単な数にする( 2a ： 49,36,25,16,9,4 など) 

(1) 123× ＝ 623323343 =×=×=××  

(2) 15353353325375 =×=×=××=×  

＊ baba =2
を使って式を簡単な形にしてから同類項を整理する。 

(3) 5525354592045 =−=×−×=−  
 

□2  65 ≦≦ x  にあてはまる自然数 xはいくつありますか。 
[解答欄] 

 

[解答]12個 

[解説] 

65 ≦≦ x の各辺を 2乗すると， 3625 ≦≦ x  
これを満たす自然数 xは 12個 

 

□3  21+=x のときの xx 22 −  の値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]1 



 19

[解説] 

( )222 −=− xxxx に 21+=x を代入すると， 

( )( ) ( )( ) ( )( ) ( ) 112121212212122121 22
=−=−=−+=+−+=−++

＊(別解) 

21+=x より 21=−x   

両辺を 2乗すると， 2122 =+− xx  ゆえに 11222 =−=− xx  
 

□4  次の方程式を解きなさい。 

(1) 013 2 =−x  (2) ( ) 042 2 =−+x  

(3) 01242 =−− xx  (4) 042 =− xx  

(5) 0652 =++ xx  (6) ( )( ) ( )225 −=−+ xxx  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 
3
3

±=x  (2) 0,4−=x  (3) 6,2−=x  (4) 4,0=x  

(5) 2,3 −−=x  (6) 2,4−=x  

[解説] 

(1) ＊式を変形して ax =2
， ax ±=  

013 2 =−x ，
3
1,13 22 == xx  ゆえに

3
3

33
31

3
1

±=
×
×

±=±=x  

(2) ＊式を整理して ( ) abx =+ 2
， abx ±=+ ， abx ±−=  

( ) 042 2 =−+x ， ( ) 22,42 2 ±=+=+ xx  22 −=+x のとき 4−=x  
22 =+x のとき 0=x  ゆえに 0,4−=x  

＊(3)～(6) 因数分解で 0=× BA の形にする。 0=× BA が成りたつのは 0=A か

0=B のとき。 

(3) かけて 12− ，加えて 4− になる 2数は 6,2 − なので， 01242 =−− xx の左辺を 

  因数分解すると， ( )( ) 062 =−+ xx  よって 06,02 =−=+ xx  ゆえに

6,2−=x  
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(4) 042 =− xx の左辺について共通因数 xをくくり出すと， ( ) 04 =−xx  

  よって 04,0 =−= xx  ゆえに 4,0=x  

(5) かけて6，加えて5になる 2数は 2,3 なので， 0652 =++ xx の左辺を因数分解 

すると， ( )( ) 023 =++ xx  よって 02,03 =+=+ xx  ゆえに 2,3 −−=x  

(6) まず， ( )( ) ( )225 −=−+ xxx の式を整理する。 21032 −=−+ xxx  

  0822 =−+ xx  かけて 8− ，加えて2になる 2数は 2,4 − なので， 

  ( )( ) 024 =−+ xx  よって 02,04 =−=+ xx  ゆえに 2,4−=x  

 

 

□5  下の図で xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 5=x  (2) 21=x  (3) 63=x  (4) 66=x  
[解説] 

(1) 2543 222 =+=x ， 5=x  
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(2) 21,52 2222 ==+ xx ， 21=x  

(3) △ACDは 30°60°90°の直角三角形なので，AC：CD＝ 1:3  

CD＝6なので，AC：6＝ 1:3 ，AC= 36  

次に，△ABCは 45°45°90°の直角二等辺三角形なので，BC：AC＝ 2:1  

ゆえに， 2:136: =x ， 362 =x ， 63
2
66

22
236

2
36

==
×
×

==x  

(4) △ABCは 45°45°90°の直角二等辺三角形なので， 

AB：BC＝ 2:1 ，9：BC＝ 2:1 ，BC＝ 29  

次に，△BCDは 30°60°90°の直角三角形なので， 

BD：BC＝ 3:2 ，BD： 29 ＝ 3:2 ， 3 BD＝ 218 ， 

BD＝ 66
3

618
33
3218

3
218

==
×
×

=  

 

□6  次の問いに答えなさい。 
(1) 1辺が 4cmの立方体の対角線の長さを求めなさい。 

(2) 底面の半径が 3cm，母線の長さが 4cmの円すいの高さを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 34 cm (2) 7 cm 

[解説] 

(1) まず，直角三角形 HFEについて， 

HF2＝HE2＋EF2＝ 3244 22 =+  

次に，直角三角形 AFHについて， 

AF2＝AH2＋HF2＝ 483242 =+  

ゆえに，AF＝ 3448 = cm 
(2) 直角三角形 ABCについて， 

AC2＋BC2＝AB2 

AC2＋
23 ＝ 24  

AC2＝ 7916 =−  

ゆえに，AC＝ 7 cm 
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□7  次の長さを 3辺とする三角形のうち，直角三角形となるのはどれですか。 

ア 4cm，5cm，6cm   イ 2 cm，2cm， 5 cm   ウ 6cm，8cm，10cm 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 

[解説] 

(1番長い辺)2＝(他の 1辺)2＋(他の 1辺)2 が成り立つとき直角三角形になる。 

ア 4145,366 222 =+= ，
222 456 +≠ なので直角三角形ではない。 

イ ( ) ( ) 622,55
222
=+= ， ( ) ( )222

225 +≠ なので直角三角形ではない。 

ウ 10086,10010 222 =+= ，
222 8610 += なので直角三角形である。 

 

 

□8  次の条件が与えられたとき，四角形 ABCD が平行四辺形になるものには○を，

平行四辺形になるとはかぎらないものには×をつけなさい。ただし，四角形 ABCDの

対角線の交点を Oとします。 
ア AD // BC，AB＝DC   イ AD // BC，AD＝BC  ウ AO＝OC，AB＝DC 

エ AO＝OC，BO＝OD   オ AO＝OC，∠A＝∠C 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  (5)  

[解答]ア × イ ○ ウ × エ ○ オ × 

 

□9  次の図で∠ xの大きさを求めなさい。 
(1) (2) 
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(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 105° (2) 50° (3) 25° (4) 115° 

 

□10  下の図で， xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 10=x  (2) 
5
24

=x  (3) 1.2=x  (4) 2=x  
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[解説] 

(1) AD // BC な の で ，

3:56: =x  

外項の積 3×x は，内項の積 56×
に等しいので， 

303 =x  ゆえに， 10=x  

(2) AC // DEなので， 

( )46:68: +=x  

外項の積 10×x は，内項の積 68× に等しいので， 

4810 =x  ゆえに，
5
24

10
48

==x   

(3) ml // なので， 

4.2:8.18.2: =x  

外項の積 4.2×x は，内項の積 8.18.2 × に等しいので， 

8.18.24.2 ×=x ， 1828240 ×=x  

ゆえに
10
21

240
1828

=
×

=x  

(4) AF：FC＝1：1，DE：EB＝1：1なので，EF // BC 

△CADで，FG：AD＝CF：CA＝1：2，FG：6＝1：2 

外項の積 FG×2は，内項の積 6×1と等しいので， 

FG×2＝6 よって FG＝3 

また，△DBCで，EG：BC＝DE：DB＝1：2 

EG：BC＝1：2 で BC＝10なので，EG：10＝1：2 

外項の積 EG×2は，内項の積 10×1と等しいので， 

2EG＝10 ゆえに EG＝5 x＝EG－FG＝5－3＝2 
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□11  下の図から，相似な三角形の組をみつけ，そのとき使った相似条件をいいなさい。 

(2組あります) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

 

[解答]アとオ：2角が等しい，イとエ：2組の辺の比が等しく，そのはさむ角が等しい 

[解説] 

三角形の相似条件は，①3組の辺の比が等しい，② 2組の辺の比とそのはさむ角がそ

れぞれ等しい，③ 2組の角がそれぞれ等しい の 3つ。 

オでは 100°と 30°が与えられているが，残りの角は，180°－(100°＋30°)＝50°

なので，アと 2角が等しくなり，相似条件を満たす。 

イとエは角が 60°で等しく，辺の比は 4：4.8＝40：48＝5：6，6：7.2＝60：72＝5：

6で，2組の辺の比が等しくなるので相似条件を満たす。 

 

 

□12  ある展覧会の入場料はおとな 2人と子ども 3人では 1800円，おとな 4人と子ど

も 1人では 2600円です。おとなと子ども 1人の入場料はそれぞれいくらですか。お
とな 1人の入場料を x円，子ども 1人の入場料を y円として連立方程式を立てて解き

なさい。 

 



 26

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

おとな 2人と子ども 3人では 1800円なので， 180032 =+ yx ･･･① 

おとな 4人と子ども 1人では 2600円なので， 26004 =+ yx ･･･② 

①，②の連立方程式を代入法で解く。 

②より xy 42600−=  これを①に代入すると， 

( ) 600010,18001278002,18004260032 −=−=−+=−+ xxxxx  ゆえに，

600=x  
600=x を xy 42600−= に代入すると， 20024002600 =−=y  

ゆえに， 200,600 == yx  

ゆえに，おとな 600円，子ども 200円･･･答 

 

 

□13  1円， 5円， 10円の硬貨が 1枚ずつあります。この 3枚の硬貨を同時に投げる

とき，次の問いに答えなさい。ただし， 3枚の硬貨とも，表と裏が出るのは同様に確

からしいとします。 

(1) 表と裏の出方は全部で何通りありますか。 

(2) 1円硬貨だけが裏になる確率を求めなさい。 

(3) 3枚の硬貨全部が表になる確率を求めなさい。 

(4) どれか 2枚が裏になる確率を求めなさい。 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 8通り (2) 
8
1
 (3) 

8
1
 (4) 

8
3
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[解説] 

＊(確率)＝
)(

)(
全体の場合の数

の数そのことがおこる場合  

(1) 右の図より 8通り 

(2) 1円硬貨だけが裏なので，5円と 10円硬貨は表になる。 

1円が裏，5円が表，10円が表になる場合は 1通り 

 全体の場合の数は(1)より 8通りなので 

 (確率)＝
8
1

 

(3) 3枚とも表になる場合は 1通りなので，(確率)＝
8
1

 

(4) どれか 2枚が裏になるのは，1枚が表で 2枚が裏なので，右図より 3通り。 

ゆえに，(確率)＝
8
3

 

 

□14  2 つのエレベーターA，B を使っているビルがあ

ります。 1階と最上階の間は 120mあり，A，Bはそ

の間を途中で止まらずに，それぞれ一定の速さで往復

しています。最初，A，B は 1 階から同時に上がり始

めます。 Aは毎分 6 0mの速さで上がり，最上階で 3 

0 秒停止した後，上りと同じ速さで下ります。また，

Bは上り始めてから 3分後に最上階につきます。 
 上り始めてからの時間を x (分)， 1階からエレベー

ターまでの高さを y (m)とするとき，次の問いに答え

なさい。 
(1) 右のグラフは， A が上り始めてから最上階につくまでの xと yの関係を表した
ものです。このグラフについて， yを xの式で表しなさい。また， xの変域を求

めなさい。 
(2) Aが最初に最上階に着いたときから 1階にもどるまでの，xと yの関係を表すグ

ラフをかき入れなさい。 

(3) A，Bが上り始めてから，最初に同じ高さになるのは何分後ですか。 
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[解答欄] 

(1)   (3)  

[解答](1) xy 60= ， 20 ≦≦ x  (2) (3) 2.7分後 

[解説] 

(3) Bは上り始めてから 3分後に 

最上階に着くので，速さは 40m/分 

ゆえに， xy 40= ･･･① 

Aの下りの速さは 60 m/分なので 

Aの下りの式は， bxy +−= 60 とおくことができる。 

これに， 120,5.2 == yx を代入すると， b+×−= 5.260120 で 270=b  

ゆえに， 27060 +−= xy ･･･② 

①，②を連立方程式として解くと， 7.2=x  
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【】試験問題 I 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) 482 ÷−  (2) ( ) 32 23 −−  

(3) abab 4
3
46 2 ×÷  (4) 

43
2 baba −

−
+

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 0  (2) 1 (3) 
b
a 218
 (4) 

12
75 ba +

 

[解説] 

(1) 022482 =−=÷−  

(2) ( ) 18923 32 =−=−−  

(3) 
b
aa

b
ababab

2

2
2 184

4
364

3
46 =××=×÷  

(4) 
( ) ( ) ( ) ( )

12
324

12
3

12
24

43
2 babababababa −−+

=
−

−
+

=
−

−
+

 

＝
12

3348 baba +−+
＝

12
75 ba +

 

 

 

□2  次の 1次方程式，連立方程式，2次方程式を解きなさい。 

(1) 334 −−=− xx  (2) 




=+
=−

934
1123

yx
yx

 

(3) 01682 =+− xx  (4) ( ) ( )2222 82 −=− xx  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  
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[解答](1) 0=x  (2) 1,3 −== yx  (3) 4=x  (4) 5±=x  

[解説] 

(1) 334 −−=− xx ， 05 =x  ゆえに 0=x  

(2) 加減法で解く。




=+
=−

934
1123

yx
yx

 の yの係数を6にあわせるために，上の式に3を 

  かけ下の式に2をかけると，




=+
=−

1868
3369

yx
yx
 この上と下の式を加えると， 

  5117 =x  よって 3=x  934 =+ yx に 3=x を代入すると， 

33,9312 −==+ yy  ゆえに 1−=y  

(3) 01682 =+− xx ， ( ) 04 2 =−x  ゆえに 4=x  

(4) まず， ( ) ( )2222 82 −=− xx を展開して式を整理する。 

  5,6012,641644 222424 ==+−=+− xxxxxx  ゆえに 5±=x  

 

 

□3  次の図形で， xの値を求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 

(3) (4) 
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(5) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 
3
28

=x  (2) 2=x  (3) 6=x  (4) 2=x  (5) 
3
40

=x  

[解説] 

(1) △ADEと△ACBにおいて 

∠Aは共通，∠AED＝∠ABCより 2角が等しいので，△ADE∽△ACB 

ゆえに AE：AB＝AD：AC， x：14＝8：12，外項の積 x×12は，内項の積 14×8と

等しいので，12 x＝14×8 ゆえに，
3
28

12
814
=

×
=x  

(2) AB // CDなので， ( ) 12:96:6 =+ x ， ( ) 2,86,7269 ==+=+ xxx  

(3) nm // なので，CD：FG＝AC：AF， 

( ) ( ) 9:33:34 =−− x  ( ) 3:13:1 =−x  

内項の積 ( ) 13 ×−x は，外項の積 31× と等しいので， 
33 =−x  ゆえに， 6=x  

(4) AD＝DE，AF＝FCなので DF // EC (中点連結定理より) 

EG＝
2
1

DF＝ x
2
1

 

CE＝2 DFなので， xx 23
2
1

=+ ，これを解くと 2=x  
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(5) △DABで，AB // EFなので， 

DF：DB＝EF：AB＝5：8 

ゆえに，DF：FB＝5：3 

ゆえに BF：BD＝3：8 

△BCDで，EF // CDなので， 

EF：CD＝BF：BD 5： x＝3：8 

内項の積 x×3は，外項の積 5×8に等しいので，

403 =x  ゆえに，
3
40

=x  

 

□4  次の図の xの値を求めなさい。 

(1) (2) 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 13=x  (2) 854 +=x  (3) 32=x  
[解説] 

(1) 16925144512 222 =+=+=x ，ゆえに， 13=x  
(2) 右図より 

( ) 222 1288 =+−x  

( ) 80641448 2 =−=−x  

808 ±=−x ， 548 ±=x  
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図より 8>x  ゆえに， 548 +=x  
(3) 右図のように，対角線 BDを引いて考える 

△ABDで，BD2＝ 6165 22 =+  

△BCDで，BD2＝
22 7+x  

ゆえに， 61722 =+x ， 122 =x  

ゆえに， 3212 ==x  
 

 

□5  右の図の四角形ABCDにおいて，対角線AC， BD

の交点を Eとする。∠ABE＝∠EBC，CD=CEが成り

立っているとき， △ABE∽△CBDであることを証明

しなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

[解答] 

△ABEと△CBDにおいて 

仮定より，∠ABE＝∠CBD･･･① 

対頂角は等しいので，∠AEB＝∠CED 

仮定より，CD＝CE なので，△CDE は二等辺三角形

で 

∠CED＝∠CDE 

よって，∠AEB＝∠CDE＝∠CDBで，∠AEB＝∠CDB･･･② 

①，②より 2角が等しいので 

△ABE∽△CBD 

[解説] 

＊CD＝CE→∠D＝∠E (二等辺三角形の底角は等しい) 
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□6  右の図は，五角形 ABCDEに 5本の対角線をひいたものであり，∠ACE＝34°， 

∠CEB＝42°，∠EBD＝30°である。また，点 F は対

角線 ACと BDの交点であり，5点 P，Q，R，S，Tは，

それぞれ辺 AB，BC，CD，DE，EA の中点である。次

の問いに答えなさい。 

(1) ∠AFDの大きさを求めなさい。 

(2) 5本の対角線の長さの和が 

AC＋CE＋EB＋BD＋DA＝36cm 

のとき，5点 P，Q，R，S，Tを結んでできる。五角形 PQRSTの周の長さ 

PQ＋QR＋RS＋ST＋TPを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 106° (2) 18cm 

[解説] 

(1) 三角形の 2つの内角の和は他の外角に等しい。 

△CEGに注目すると， 

∠AGE＝∠GCE＋∠GEC＝34°＋42°＝76° 

対頂角は等しいので∠BGF＝∠AGE＝76° 

△BFGに注目すると， 

∠AFD＝∠FBG＋∠BGF＝30°＋76°＝106° 

(2) △BACについて，P，Qはそれぞれ辺 BA，BCの中点

なので，中点連結定理より PQ＝
2
1

AC 

同様に，QR＝
2
1

BD，RS＝
2
1

CE，ST＝
2
1

DA，TP＝
2
1

EB 

ゆえに，PQ＋QR＋RS＋ST＋TP 

＝
2
1

( AC＋BD＋CE＋DA＋EB)＝ 1836
2
1

=× cm 
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□7  右の図で，四角形 ABCDは AD//BCの台形，

E は辺 BC 上の点で BE=2EC，F は線分 AE と

DB との交点である。また，△ABE は正三角形，

△DECは DE＝DCの二等辺三角形である。 

BC＝12cmのとき，次の問いに答えなさい。 
(1) 線分 DEの長さを求めなさい。 

(2) △FBEの面積は，△DECの面積の何倍になりますか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 132 cm (2) 
7
8
倍 

[解説] 

(1) A，Dから BCに垂線 AP，DQをおろす。 

BE=2EC，BC＝12なので，BE＝8 

△ABEは正三角形なので，AB＝8 

∠ABP＝60° 

△ABPは 30°60°90°の直角三角形なので， 

AP：AB＝ 2:3  

AP：8＝ 2:3 ，AP 382 ×=× ，AP＝ 34  

AD // BCなので DQ＝AP＝ 34  
BC＝12，BE＝2ECなので EC＝4 

△DECは二等辺三角形なので，EQ＝
2
1
×EC＝2 

直角三角形 DEQに注目すると，DE2＝DQ2＋EQ2＝ ( ) 52234 22
=+  

ゆえに DE＝ 13252 =  cm 

(2) (△DECの面積)＝
2
1
×EC×DQ＝ 38344

2
1

=××  

(△ABEの面積)＝
2
1
×BE×AP＝ 316348

2
1

=××  
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ところで，AD＝PQ＝PE＋EQ＝ 624 =+ cm 

AD＝6cm，BE＝8cmなので 

AF：EF＝AD：BE＝3：4 

△FBEと△ABEの底辺をそれぞれ，FE，AEとすると，高さは共通で等しいので 

面積比は底辺の比と等しく，4：(3+4)＝4：7になる。 

ゆえに(△FBEの面積)＝(△ABEの面積)×
7
4
＝

7
364

7
4316 =×  

(△FBEの面積)÷(△DECの面積)＝
7
838

7
364

=÷  

ゆえに△FBEの面積は，△DECの面積の
7
8
倍になる 

 

 

□8  AD//BC である台形 ABCD に，半径 3cmの

円 O か内接している。円 O と辺 AB，BC，CD，

DAとの接点をそれぞれ，P，Q，R，Sとする。 

OB＝CQ＝6cmのとき，次の問いに答えなさい。 

(1) ∠PBQは何度ですか。 

(2) ABの長さを求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 60° (2) 34 cm 
[解説] 

(1) 点 Qは接点なので OQ⊥BC 

直角三角形 OBQで，OB：OQ＝6：3＝2：1なので 

△OBQは 30°60°90°の直角三角形になる。 

∠OBQ＝30° 

∠OBP＝∠OBQなので，∠PBQ＝60° 

(2) △OBPは 30°60°90°の直角三角形なので， 
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PB：PO＝ 1:3 ，PB：3＝ 1:3 ，PB＝ 33 ･･･① 

AD // BC なので 

∠BAD＝180°－∠PBQ＝180°－60°＝120° 

∠PAO＝
2
1
∠BAD＝60° 

∠APO＝90°なので，△APOは 30°60°90°の直角

三角形になる。 

ゆえに AP：PO＝ 3:1  

AP＝PO× 3
3
33

33
33

3
3

3
1

==
×
×

== ･･･② 

①，②より，AB＝ 34333 =+ cm 
 

 

□9  右の図で，直線 lは方程式 186 =+ ayx のグラフ，

直線mは方程式 10−=− ybx のグラフである。2 直線

ml, の交点 A の座標が(－2，6)のとき，次の問いに答

えなさい。 

(1) ba, の値を求めなさい。 

(2) 直線mと y軸との交点を Bとするとき，点 Bを通

り直線 lに平行な直線の式を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 2,5 == ba  (2) 10
5
6

+−= xy  
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□10  次の問いに答えなさい。 

(1) 直角三角形 ABCで，斜辺 ABが 14cmで，直角をはさむ 2辺のうちひとつの辺

BCの長さが 7cmのとき，∠Aの大きさは何度ですか。 

(2) 1辺が 6cmの正三角形の面積を求めなさい。 

(3) 座標軸において，2点 A，Bの間の距離が 25 であり，Aの座標が(－2，－1)の
とき Bの座標を求めなさい。ただし，Bは，x座標，y座標とも，自然数である。 

(4) 2 辺の長さが，8cm，12cm である三角形が.直角三角形になるのは，残りの辺の

長さが何 cmのときですか。すべて答えなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 30° (2) 39 cm2 (3) (3，4) (4) 134 cm， 54 cm 
[解説] 

(1) 右図のような直角三角形で， 1:27:14 = なので， 

30°60°90°の三角形になり，∠A＝30° 

(2) 右図で，△ABHは 30°60°90°の直角三角形 

になるので，AH：BH＝ 1:3  

BH＝3なので，AH：3＝ 1:3  ゆえに，AH＝ 33  

(△ABCの面積)＝
2
1
×BC×AH＝ 336

2
1

×× ＝ 39  cm2 

(3) 座標上の 2点 A ( )11, yx ，B ( )22 , yx の距離は 

AB＝ ( ) ( )212
2

12 yyxx −+− の式で求めることができる。 

点 Aの座標は(－2，－1)，点 Bの座標を ( )ba, とおくと， 

AB＝ ( )( ) ( )( ) 2512 22 =−−+−− ba  

ゆえに， ( ) ( ) 5012 22 =+++ ba  

( ) ( )22 2501 +−=+ ab  

ba, ともに自然数なので， ( ) 41 2
≧+b  
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1=a のとき， ( ) 413501 22 =−=+b  41は平方数ではないので不適 

2=a のとき， ( ) 344501 22 =−=+b  34は平方数ではないので不適 

3=a のとき， ( ) 255501 22 =−=+b  4,51 ==+ bb  適する 

4=a のとき， ( ) 146501 22 =−=+b  14は平方数ではないので不適 

5=a のとき， ( ) 17501 22 =−=+b  ( ) 41 2
≧+b なので不適 

6≧a のとき， ( ) ( ) 02501 22 <+−=+ ab となり不適 
ゆえに， 4,3 == ba  

 

 

□11  下の図のように，方眼紙に書かれた△ABC がある。 △ABC は直再三角形とい

えますか。○，×で答えなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) × (2) ○ 

[解説] 

(1番長い辺)2＝(他の 1辺)2＋(他の 1辺)2 が成り立つとき直角三角形になる。 

(1) 1番長い辺は AC，図より AC2＝ 4062 22 =+  

AB2＝ 2534 22 =+ ，BC2＝ 1332 22 =+ なので AB2＋BC2＝38  

ゆえに，AC2≠AB2＋BC2 ゆえに，直角三角形ではない。 

(2) 1番長い辺は AC，図より AC2＝ 2543 22 =+  

AB2＝ 521 22 =+ ，BC2＝ 2024 22 =+ なので AB2＋BC2＝ 25  

ゆえに，AC2＝AB2＋BC2 ゆえに，直角三角形である。 
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□12  222 cba =+ が成り立つような，20までの数 cba ,, の組み合わせを 2つ答え

なさい。ただし， ba < とする。 
[解答欄] 

 

[解答]( a，b， c )＝(3，4，5)，(5，12，13) 

[解説] 

三平方の定理が成り立つ整数の組み合わせでよく出てくるのは，(3，4，5) 

そのほかに，(5，12，13)，(7，24，25)などがある。 
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【】試験問題 J 

□1  次の問いに答えなさい。 

(1) 32188 +−  を計算しなさい。 

(2) 2,3 −== yx のとき， ( ) xxyx 336 2 ÷+− の値を求めなさい。 

(3) 15 +=x のとき， 12 −x の値を求めなさい。 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 23  (2) 13 (3) 525+  
[解説] 

(1) 23242322216292432188 =+−=×+×−×=+−  

(2) ( ) ( ) 12
3
13

3
16

3
136336 222 +−=×+×−=×+−=÷+− xy

x
x

x
yx

x
xyxxxyx  

12 +− xy に 2,3 −== yx を代入すると， ( ) 131121232 =+=+−××−  

(3) ( )( ) ( )( ) ( ) 5255251151151112 +=×+=−+++=−+=− xxx  

 

□2  次の二次方程式を解きなさい。 

(1) 362 =x  (2) 052 =−x  

(3) 01282 =++ xx  (4) 093 2 =−x  

(5) 022 =− xx  
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

(5)  

[解答](1) 6±=x  (2) 5±=x  (3) 2,6 −−=x  (4) 3±=x  (5) 2,0=x  

[解説] 

(2) 5,5,05 22 ±===− xxx  

(3) かけて12，加えて8になる 2数は 2,6 なので， 01282 =++ xx の左辺を因数分

解すると，( )( ) 026 =++ xx  よって， 02,06 =+=+ xx  ゆえに， 2,6 −−=x  

(4) 093 2 =−x より 3,3,03 22 ±===− xxx  

(5) 022 =− xx の左辺を因数分解すると， ( ) 02 =−xx  

よって， 02,0 =−= xx  ゆえに， 2,0=x  
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□3  関数 2axy = で， yx, の関係が下の表のようになるとき，ア，イにあてはまる

数を求め， y を xの式で表しなさい。 
x  －3 －2 －1  0  1  2  3  4 
y   27  12  ア   0  ア  12  27  イ 

[解答欄] 

ア  イ  

[解答]ア 3 イ 48， 23xy =  

[解説] 
2axy = に 12,2 == yx を代入すると， 3,412 =×= aa  

よって，求める式は
23xy =  

 

 

□4  底辺が 1辺 x cmの正方形で，高さが 4cmの正四角柱の

体積を y cm3 とするとき， y を xの式で表しなさい。また，
5=x のときの y の値は， 1=x のときの y の値の何倍です

か。 
[解答欄] 

  

[解答] 24xy = ，25倍 

[解説] 

(四角柱の体積)＝(底面積)×(高さ)＝ 4×× xx  よって，
24xy =  

この式より， yは 2x に比例するので， xが 5倍になると yは 52＝25倍になる。 

 

□5  下のア～エの関数について，次の問いに答えなさい。 

 ア 2xy =   イ 23xy −=   ウ 2

2
1 xy =   エ 2

3
1 xy −=  

(1) グラフが上に開いた放物線であるものをすべて選び，記号で答えなさい｡ 

(2) グラフの開きが最も大きいものを選び，記号で答えなさい｡ 

(3) グラフがウのグラフと x軸について対称である関数の式を求めなさい｡ 
(4) グラフが点(3, －27)を通るものを選び，記号で答えなさい｡ 
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[解答欄] 

(1) (2) (3) (4) 

[解答](1) ア，ウ (2) エ (3) 2

2
1 xy −=  (4)  イ 

[解説] 

(1) 2axy = で， 0>a のときグラフは上に開いている。 0<a のときは下に開いてい

る。 

0>a であるのはアとウ 

(2) 2axy = の aの絶対値が小さいほど開き方は大きい。ア～エで aの絶対値が一番

小さいのはエの
2

3
1 xy −=  

(3) 2axy = の aの絶対値が同じで符号が反対の 2 つの放物線は x軸について対称で

あるので，ウの
2

2
1 xy = と x軸について対称である関数の式は 2

2
1 xy −= である。 

(4) 3=x を式に代入したとき，イは 2733 2 −=×−=y となるので，イのグラフは 

点(3, －27)を通る。 

 

 

□6  y が xの 2乗に比例していて， 2=x のとき 36=y です｡次の問いに答えなさい｡ 
(1) y を xの式で表しなさい｡ 
(2) 3−=x のとき y の値を求めなさい。 

(3) 9=y のときの xの値を求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 29xy =  (2) 81=y  (3) 1±=x  

[解説] 

(1) y が xの 2 乗に比例するので， 2axy = とおくことができる。この式に 2=x ，
36=y を代入すると， 9,436 =×= aa�  よって，求める式は

29xy = となる。 

(2) 29xy = に 3−=x を代入すると， ( ) 8139 2 =−×=y  

(3) 29xy = に 9=y を代入すると， 1,1,99 22 ±=== xxx  
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□7  右の曲線は 2axy = のグラフです。 

(1) aの値を求めなさい｡ 
(2) 5.1=x のときの y の値を求めなさい。 

 

 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 
4
1

−=a  (2) 
16
9

−=y  

[解説] 

(1) グラフより，この曲線は点(2，－1)を通るので， 1,2 −== yx を
2axy = に代入

して，
4
1,41 −=×=− aa  

(2) (1)よりこの曲線の式は 2

4
1 xy −=  これに

2
35.1 ==x を代入すると， 

16
9

4
9

4
1

2
3

4
1 2

−=×−=





×−=y  

 

□8  次の二次方程式を解きなさい。 

(1) 543 2 =x  (2) 07262 =−+ xx  

(3) 036122 =+− xx  (4) 0716 2 =−x  

(5) xx 63 2 =  (6) ( ) 643 2 =−x  

(7) 04032 =−− xx  (8) ( )( ) 1442 2 −=−− xxx  

(9) ( ) 056107 2 =−+x  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  
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[解答](1) 23±=x   (2) 6,12−=x  (3) 6=x  (4) 
4
7

±=x  

(5) 2,0=x  (6) 11,5−=x  (7) 8,5−=x  (8) 1,3−=x  

(9) 2210 ±−=x  
[解説] 

(1) 2318,18,543 22 ±=±=== xxx  

(2) かけて 72− ，加えて6になる 2数は 6,12 − なので， 07262 =−+ xx の左辺を

因数分解すると， ( )( ) 0612 =−+ xx  よって， 06,012 =−=+ xx  ゆえに，

6,12−=x  

(3) 036122 =+− xx を因数分解すると， ( ) 06 2 =−x  よって， 6,06 ==− xx  

(4) 
4
7

16
7,

16
7,716,0716 222 ±=±====− xxxx  

(5) ( ) 02,02,2,63 222 =−=−== xxxxxxxx  よって， 02,0 =−= xx  

ゆえに， 2,0=x  

(6) ( ) 83,643 2 ±=−=− xx  11,5,38 −=+±= xx  

(7) かけて 40− ，加えて 3− になる 2数は 8,5 − なので， 04032 =−− xx の左辺を

因数分解すると， ( )( ) 085 =−+ xx  よって， 08,05 =−=+ xx  ゆえに，

8,5−=x  

(8) ( )( ) 1442 2 −=−− xxx より， 0963,01486 222 =+−−=+−+− xxxxx  

0322 =−+ xx  かけて 3− ，加えて2になる 2数は 1,3 − なので， 0322 =−+ xx
の左辺を因数分解すると， ( )( ) 013 =−+ xx  よって， 01,03 =−=+ xx  

ゆえに， 1,3−=x  

(9) ( ) ( ) ( ) 810,0810,056107 222 =+=−+=−+ xxx  よって， 810 ±=+x  

2210,2210 ±−=±=+ xx  
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□9  二次方程式 0182 =−+ xx を ( ) nmx =+ 2
の形に変形して次のように解きまし

た。(  )にあてはまる数を求めなさい。 

  0182 =−+ xx  

  182 =+ xx  

  
222 )(1)(8 ①① +=++ xx  

  ( ) )(4 2
②=+x  

  )(4 ③±=+x  

  )(4 ③±−=x  

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 4 ② 17 ③ 17  
[解説] 

まず， 0182 =−+ xx の定数 1− を右辺に移項して， 182 =+ xx  

ここで， ( )222 2 axaaxx +=++ の公式を使って，左辺を(  )2の形に変形する。 

x8 の係数8を2で割ると4であるので， 24 を両辺に加えると， 222 4148 +=++ xx  

すると左辺は(  )2の形に変形でき， ( ) 174 2 =+x となる。 

よって， 174 ±=+x  ゆえに， 174 ±−=x  
 

 

□10  二次方程式 0432 =−+ axx の解の1つが 8− であるとき，他の解を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答] 5=x  

[解説] 

0432 =−+ axx に 8−=x を代入すると， 

404,24644,042464 −=−+−=−=−− aaa  よって， 10=a  

10=a を 0432 =−+ axx に代入すると， 04032 =−+ xx ， ( )( ) 085 =+− xx  

08,05 =+=− xx  ゆえに， 8,5 −=x  

したがって，他の解は 5=x  
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□11  右のグラフは 2axy = のグラフです。このグラフは，xの

座標が－2の点 Pと x座標が 4の点 Qを通り，それぞれの点の

y座標の差は 18です。aの値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]
2
3

=a  

[解説] 

点 Pの y座標は， ( ) aay 42 2 =−×=  

点 Qの y座標は， aay 1642 =×=  
P，Qの y座標の差は 18なので， 18416 =− aa  

2
3

12
181218,1812 ==÷== aa  

 

 

□12  二次方程式 02 =++ qpxx の解が3と7のとき qp, の値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答] 21,10 =−= qp  

[解説] 

02 =++ qpxx に 3=x を代入して， 93,039 −=+=++ qpqp ･･･① 

02 =++ qpxx に 7=x を代入して， 497,0749 −=+=++ qpqp ･･･② 

①，②を連立方程式の加減法で解く。②－①より， 10,404 −=−= pp  

①に 10−=p を代入すると， 21,930 =−=+− qq  

(別解) 

2解が 3と 7である二次方程式は， ( )( ) 02110,073 2 =+−=−− xxxx  

よって， 21,10 =−= qp  
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□13  右の図のような長方形 ABCDで点 Pは毎

秒 5cm，点 Qは毎秒 2cmの速さで，頂点 Aを

同時に出発し，矢印の向きに長方形の辺上を 1

周します。 
Pが辺 BC上に，Qが辺 AB上にあって， 

△QBP＝10cm2になるのは，点 P が頂点 A を

出発してから何秒後ですか。 x秒後に△QBP＝10cm2になるとして，二次方程式をつ

くり解きなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]3秒後，4秒後 

[解説] 

x秒後に右図のような位置にあるとき， 

AQ＝ x2 なので，BQ＝ x210 −  

AB＋BP＝ x5 なので，BP＝ 105 −x  

△QBPの面積＝
2
1
×BP×BQ＝10なので， 

( ) ( ) 10210105
2
1

=−×−× xx ， ( ) 101007010
2
1 2 =−+− xx  

0127,060355,01050355 222 =+−=−+−=−−+− xxxxxx  

左辺を因数分解すると， ( )( ) 4,3,043 ==−− xxx  

4,3=x ともに条件を満たす。 
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[印刷／他の PDFファイルについて] 
※ このファイルは，FdData中間期末数学 3年(7,200円)の一部を PDF形式に変換し
たサンプルで，印刷はできないようになっています。製品版の FdData中間期末数学
3年はWord(または一太郎)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができま
す。※FdData中間期末(社会･理科･数学)全分野の PDFファイル，および製品版の購
入方法は http://www.fdtext.com/dat/ に掲載しております。 
 
下図のような，[FdData無料閲覧ソフト(RunFdData)]を，Windowsのデスクトッ
プ上にインストールすれば， FdData中間期末･FdData入試の全 PDFファイル(各
教科約 1500ページ)を自由に閲覧できます。次のリンクを左クリックするとインス
トールが開始されます。 
RunFdData(Word版) 【 http://www.fdtext.com/lnk/instRunFdDataWDs.exe 】 
RunFdData(一太郎版) 【 http://www.fdtext.com/lnk/instRunFdDataTAs.exe 】 
※ダイアログが表示されたら，【実行】ボタンを左クリックしてください。インス

トール中，いくつかの警告が出ますが，[実行][許可する][次へ]等を選択します。 
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